
 

主 催：財団法人科学技術交流財団 

共 催：愛知県、名古屋市、岐阜県、名城大学、CEAグルノーブル研究所 

後 援：イゼール県グルノーブル市、在日フランス大使館、中部経済産業局、三重県、 
名古屋大学、名古屋工業大学、中部大学、（社）中部経済連合会、名古屋商工
会議所、（社）岐阜県工業会、（財）名古屋産業科学研究所、（財）名古屋都市
産業振興公社、（財）岐阜県研究開発財団、（財）名古屋市工業技術振興協会、
（財）中部産業・地域活性センター、グレーター・ナゴヤ・イニシアティブ
協議会、全国イノベーション推進機関ネットワ-ク 
 

【日時】平成 22年 3月 11日（木）9：00～15：30  

【会場】名城大学 共通講義棟北 名城ホール 

【プログラム】                      ＜日・英 同時通訳付き＞ 

（１）9:00～9:10 東海広域知的クラスター創成事業（第Ⅱ期）紹介  

   財団法人科学技術交流財団 副研究統括 野田 正治 

（２）9:10～9:40 『MINATEC―21世紀を創るイノベーション・キャンパス―』 

   MINATEC副所長 B. Paing 

（３）9:40～10:10 『GIANT計画－新グルノーブル・イノベーション・キャンパス－』 

   GIANTプロジェクト A. Perves 

（４）10:10～10:40 『イノベーションから産業への技術移転 －電子情報技術研究所(LETI)

の役割－』    LETI上級副所長兼副ゼネラルマネージャー D. Vellou 

※10:40～11:00 休憩 

（５）11:00～11:30 『グルノーブル地域における３次元インテグレーションの産業化と 

その戦略』 

   LETI ３次元インテグレーションプログラムマネージャー M. Scannell 

（６）11:30～12:00 『CEA-Leti における MEMS/ NEMS の活動』 

 LETI マイクロシステムズプログラムマネージャ J.P. Polizzi 

※12:00～13:20 休憩 

（７）13:20～13:50 『MEMSのシステム応用に対するプラットホーム化の推進』 

 TRONICS社長 S. Renard 

（８）13:50～14:20 『イノベーション基盤の共有戦略』 

 アイデア研究所(IDEAs Laboratory)所長 M. Ida 

（９）14:20～14:50 『フランスのイノベーション政策』 

   対仏投資庁日本支部ディレクター C. Grignon 

（１０）14:50～15:20 『グルノーブルのエコシステムに関するイノベーション活動』 

   グルノーブル・イゼール投資促進局(AEPI)国際ビジネス投資マネージャー V. Pequignat 

（１１）15:20～15:30 閉会の挨拶 

   財団法人科学技術交流財団 事業総括 大塚 美則 

 

なお、同大学で、第 7回窒化物半導体応用研究会が並行開催されており当イベント終了

後はこちらのイベントにもぜひ足をお運び下さい。(会場：名城大学 共通講義棟南 S101) 

  
グルノーブル・デー(Grenoble Day) 
（フランスのナノテク世界拠点との国際交流） 

17:30～ 18:30 合同懇親会（会費 2,000 円）会場：名城大学 タワー75  15 階 レセプションホール 


